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赤穂城跡 ル・ポン国際音楽祭 

 

 

 

 

 

指標 単位 

基準値 目標値 

2018年度 

(平成30年度) 

2025年度 

(令和7年度) 

2030年度 

(令和12年度) 

文化財公開施設（＊6箇所）の入館（園）者数 ★ 人 75,106 77,000 78,400 

赤穂城跡二之丸庭園整備の進捗率 ★ ％ 72.2 95.0 100 

市民一人当たりの文化会館利用回数 ★ 回 2.4 2.5 2.6 

 ＊赤穂城跡本丸櫓門、近藤源八宅跡長屋門、旧坂越浦会所、赤穂市立有年考古館、東有年・沖田遺跡公園、 

有年原・田中遺跡公園 

 

 

 

赤穂市教育振興基本計画 

 

 

  

  

項目 主要な取組 

１ 歴史文化遺産の調査研究・保全・整備 
◇歴史資源の保全整備 

◇各種文化財の調査研究 

２ 歴史文化遺産の市民への周知 

◇普及啓発資料の作成と公開活用事業の実施 

◇文化財保存・公開施設の充実 

◇伝統文化継承の取組 

３ 文化施設と文化芸術活動の充実 

◇市内文化施設の利用者・来館者の快適性の向上に向けた適切な

維持管理 

◇魅力あふれる質の高い芸術にふれる機会の創出 

◇市民の文化活動の支援・育成 

４ 特色ある文化活動の推進 
◇赤穂義士や歴史に関する講座の開催や赤穂ゆかりの

資料・美術品の収集・展示 

施策の展開 

目標指標 

関連個別計画 

ル・ポン国際音楽祭

２０３０赤穂市総合計画 
基本計画  

 

 

92 

第
４
章 

人 

序 

論 

資
料
編 

基
本
構
想 

基
本
計
画 

人  歴史と文化が息づく人とコミュニティを育むまちづくり 

（9）歴史や文化、スポーツを通じた市民が活躍できる地域コミュニティの構築 

㉕歴史文化遺産を保存継承し未来に向けて活用する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤穂市には二つの日本遺産が認定されているなど、各地区に豊かで魅力的な歴史文化遺産が

数多く残されています。このような地域に根差した歴史文化遺産の調査や整備を行い、その周知・

保護・継承を進めます。このため、市内の歴史文化遺産の掘り起こしと顕彰を進め、多様な地域の

歴史を積極的に活用することによって、本市の魅力を高めるように取組を進めます。また、市内

各地の文化財等の公開・展示施設の充実・活用を図り、多くの人々が本市の歴史や文化に親しめ

る環境づくりを推進します。 

文化芸術団体を支援・育成するとともに、その成果を発表する機会の充実を図り、歴史文化遺

産を活かした文化の薫るまちづくりを進めます。公民館講座等においては、郷土の歴史を学ぶ講

座を実施し、郷土への理解を深めます。 

 

 

  

施策の方針 

◆地域の多様な歴史文化遺産が周知されないまま消滅する危機にさらされており、積極的な顕

彰と保護を図っていくことが必要です。 

◆日本遺産をはじめとする歴史文化遺産を活用したまちづくりへのニーズが高まっているた

め、普及活用手段の充実が求められています。 

◆市所有の文化財が分散保管されるなど、体系的かつ効果的な管理・公開ができない現状にあ

るため、これらを集約的に管理・活用するための拠点づくりが必要です。 

◆少子高齢化によって地域伝統文化の継承が困難になってきており、担い手の確保が求められ

ています。 

◆豊かな感性と人間性を育むため、音楽・舞台・演劇等、質の高い芸術に触れる機会の提供が求

められています。 

◆芸術文化活動の拠点としての文化会館をはじめとした文化施設や公民館の施設および設備

の充実を図り、市文化協会・公民館登録サークルなどの活動支援を促進することが必要です。 

 

現状と課題 


